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topics
市長と語ろう、私たちのまちづくり
みんなのひろば
・「第78回　京都南丹市花火大会」ほか
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特集

「りく・なつ同室避難推進プロジェクト」の
アンバサダーそして、「肝炎プロジェクト」
の特別大使として活動されている伍代夏子
さんと西村市長が意見交換を行いました。

伍代夏子氏 × 西村市長
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■
ペ
ッ
ト
と
防
災

西
村　
市
長

　

近
年
、
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
と
し

て
大
切
に
さ
れ
て
お
り
、
南
丹
市
と
し

て
も
同
室
避
難
に
向
け
た
体
制
作
り
を

し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

伍
代
さ
ん

　

同
行
同
伴
避
難
だ
け
で
も
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

の
時
、
犬
を
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
避
難
さ

れ
た
方
が
犬
は
ダ
メ
だ
と
い
わ
れ
自
宅

に
戻
り
津
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
う
。
私

自
身
被
災
地
に
炊
き
出
し
に
行
っ
た
り

す
る
中
で
そ
う
い
っ
た
話
を
た
く
さ
ん

聞
き
、
こ
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

西
村　
市
長

　

ま
ず
は
、
ペ
ッ
ト
た
ち
に
ど
う
い
っ

た
環
境
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
し
っ
か
り
検
証
を
重
ね
て
い
き

た
い
で
す
。

伍
代
さ
ん

　

あ
る
避
難
所
は
ペ
ッ
ト
と
同
室
避
難

可
能
。
別
の
避
難
所
は
人
の
み
、
と
い

う
よ
う
に
２
つ
避
難
所
が
あ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
も
飼
い
主
と
別
の
場
所
だ
と

不
安
や
心
配
か
ら
問
題
行
動
に
つ
な

が
っ
た
り
、
ま
た
わ
が
子
の
よ
う
に
可

愛
が
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
と
離
れ
た
環
境

だ
と
、
避
難
し
な
い
選
択
を
し
て
命
を

亡
く
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

動
物
が
苦
手
で
あ
っ
た
り
、
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
み
ん

な
で
歩
み
寄
り
、
協
力
し
合
っ
て
、
動

物
も
人
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
。
そ
う
い

う
社
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

■
肝
炎
ゼ
ロ
を
目
指
す

伍
代
さ
ん

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
薬
で
治
る
感
染

症
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
た
ち

が
な
る
べ
く
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
、
南
丹
市
は
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
ゼ
ロ
の
自
治
体
だ
と
言
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

西
村　
市
長

　

伍
代
さ
ん
が
肝
炎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

先
頭
に
立
っ
て
進
め
ら
て
い
ま
す
が
、

何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

伍
代
さ
ん

　
私
が
C
型
肝
炎
の
キ
ャ
リ
ア
で
し
た
。

た
だ
症
状
が
出
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
10

年
ほ
ど
ず
っ
と
経
過
観
察
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
当
時
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
し
か
な
く
、
完
治
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
新
た
な
治
療
法
も
確
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
間
は
副
作
用
が
出

た
り
と
家
族
の
協
力
も
得
な
が
ら
や
っ

と
の
思
い
で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
全
国
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
い
て
、
ど
う
し
た
ら
治
る
の
か
、

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
協
力

が
必
要
な
の
か
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
こ
の
役
を
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
放
っ
て
お
く
と

恐
い
病
気
で
す
。
別
の
病
気
に
移
行
し

て
か
ら
で
は
、
治
療
は
困
難
と
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
飲
み
薬
だ
け
で
治
る
時
代
で

す
。
と
に
か
く
一
度
検
査
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
、
と
声
を
大
に
し
て
お
伝
え
し

た
い
で
す
。

伍代　夏子　さん
　1982年、星ひろみの歌手名でデビュー。その後
改名を経て、1987年CBS・ソニーレコード（現：
Sony Music Records）より 「戻り川」で伍代夏子と
してデビュー。1988年「第21回全日本有線放送大
賞 最優秀新人賞」、「第21回日本有線大賞 最優秀新
人賞」を同時受賞をするなど、演歌の分野では初の
快挙となる。1990年「第41回NHK紅白歌合戦」に初
出場を果たし、以降通算22回の出演を誇る。
　「知って、肝炎プロジェクト」肝炎対策特別大使、
警察庁SOS47特別防犯支援官、りく•なつ同室避難
推進プロジェクトアンバサダーとしても活動中。
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同行避難
ペットと一緒に避難所な
ど、安全な場所まで避難す
ること。災害時の原則と
なっていますが、ペットと
一緒に避難所には入れない
ことがほとんどです。

同伴避難
飼い主とペットが同じ場所
で避難生活を送ること。必
ずしも同室で過ごせるわけ
ではなく、生活スペースは
異なる場合が多い。

同室避難
飼い主とペットが同じ安全
な室内で一緒に避難生活を
送ること。

　
も
し
も
の
時
、
ペ
ッ
ト
の
安
全
と
飼

い
主
の
心
の
安
ら
ぎ
を
実
現
す
る
た
め

に
大
切
な
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
が
一
緒
に

避
難
が
で
き
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要

な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

伍
代
夏
子
・
陸（
り
く
）

　

伍
代
夏
子
さ
ん
と
ペ
ッ
ト
の
陸（
り

く
）く
ん
が
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
な
り
、

人
と
ペ
ッ
ト
が
安
心
し
て
、
同
じ
室
内

に
避
難
で
き
る
社
会
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

り
く
・
な
つ
同
室
避
難

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は詳しくは公式サイトにて

ペットを守るための７つの対策

・防災対策	 	 	 	 ・ペットのしつけと健康管理
・マイクロチップ等によるペットの所有者明示
・ペット用の避難用品や備蓄品の確保
・情報収集と避難訓練	 	 ・家族や地域住民との連携
・ペットの一時預け先の確保

同行・同伴・同室避難の違い

肝炎は全国平均・運動不足が懸念
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肝
炎
と
は
何
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う

に
感
染
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
人
に

危
険
性
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
様
々
な

予
防
方
法
と
治
療
法
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
肝
炎
は
、
健
康
に
対
し
驚
く
べ
き
損

害
を
も
た
ら
す
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ま

だ
に
認
知
度
が
低
く
、
多
く
が
診
断
さ

れ
ず
治
療
も
施
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

疾
患
で
す
。

知
っ
て
、

肝
炎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は詳しくは公式サイトにて

データで見る南丹市の肝炎状況

肝炎は全国平均・運動不足が懸念

肝炎検査の
受診率は２割以下！

10年以上
陽性者ゼロ

　
市
が
把
握
し
て

い
る
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
の
医
療
デ
ー
タ
を

分
析
す
る
と
、
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
の
件
数
、
医
療
費
は

全
国
平
均
レ
ベ
ル
で
す
。
た
だ
、

脂
肪
肝
や
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
や

肝
硬
変
に
つ
い
て
は
、
全
国
平
均
よ
り

少
し
で
す
が
、
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
運
動
不
足
で
あ
っ
た

り
、
飲
酒
量
が
多
い
な
ど
の
課
題
が
、
市

民
健
診
な
ど
市
の
保
健
事
業
を
す
す
め
る

中
で
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
南
丹
市
で
は

4
月
～
5
月
に
か

け
て
市
民
健
診
を
行

っ
て
お
り
、
特
定
健
診

や
が
ん
検
診
等
、
受
け

た
い
健
診
が
一
日
で
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
肝
炎
検
診（
B
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
、
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
40
歳
の
節
目
を
迎
え
る
市

民
全
員
で
、
令
和
5
年
度
の
受
診
率
は

18
・
3
%
で
し
た
。

　
40
歳
の

市
民
健
診
受

診
者
の
9
割
が

肝
炎
検
診
を
受
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

検
査
の
結
果
、
陽
性
と
判
定

さ
れ
た
方
は
こ
こ
10
年
以
上

見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

南丹市では健幸ポイント事業として、
歩いて健康づくりをしようと
市を挙げて取り組んでいます。

市民ひとりひとりが健康を意識し、
まち全体で健康づくりを目指しましょう。
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郷
土
愛
で
南
丹
市
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち

　魚が棲み続けられるために、川や山の環境を守りたい。
　そして、美山の川に興味を持ってもらい、川で遊んで
もらったり、魚を釣ったりして、美山の川で魚が生きて
いける環境を体感してほしい。

美山小学校

田
た
中
なか
　皇
こう
太
た
郎
ろう

　大人や子ども、高齢者といった世代の枠を超えた交流
が大切だと思う。
　登下校時に地域の方が見守り、声をかけてくださって
いる。これは胡麻地域の魅力であり、今後も進んで地域
の方とつながりたい。

胡麻郷小学校

大
おお
石
いし
　龍

りゅう
亮
すけ

　学校で米作りを体験し、田植え、稲刈り、脱穀を教え
てもらい、地域の方々の温かさ、地域の豊かな自然が魅
力であると感じた。一方で、ゴミのポイ捨て等の問題も
あり、ゴミ拾い等、自分たちが南丹市を守るために何が
できるか、考え、行動したい。

園部第二小学校

坂
さか
矢
や
　唯

い
織
おり

　高齢者が多い南丹市では、介護タクシーや買い物支援
があれば高齢者の喜びや楽しみにもつながると思う。ま
たマルシェ等交流できる場があれば、高齢者も子どもも
大人も交流の輪が広がる。「ユニバーサル」な街にするた
め、仲良く協力しあい、困っている人を助けることが大切。

八木西小学校

岡
おか
花
はな
　奏

か
音
のん

　８月22日、市立の小、中学校11校の代表者
が「地域について学んだことと紹介したいこと」

「地域について学んだことで、将来の南丹市政
に大切にしてほしいこと」をテーマに市長と語り合いました。
　発表では、タブレット端末を巧みに操作しながら、授業で学んだことをもとに考えた南丹市の未
来像やその未来を実現するためのアイディアを市長に提案しました。
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西村市長からの総評
　防災・人口減少・ゴミ問題・　防災・人口減少・ゴミ問題・
交通・地域の人と人のつながり・交通・地域の人と人のつながり・
川や山の生物環境など自分たち川や山の生物環境など自分たち
の身近な地域課題をしっかり見の身近な地域課題をしっかり見
つめ、どう解決していくか。発つめ、どう解決していくか。発
表者の皆さんが、しっかりした表者の皆さんが、しっかりした
提案を持ち、積極的にかかわっ提案を持ち、積極的にかかわっ
ていこうとする力強さを感じまていこうとする力強さを感じま
した。頼もしい地域の担い手たした。頼もしい地域の担い手た
ちです。ちです。

　観光客が少なく、人口も減少していることが課題。
　有名スポットを訪れるとポイントが貯まる「南丹アプ
リ」を導入し、ポイントと特産品を交換したり、アプリを
通してお得な情報やイベント情報を発信する。

園部小学校

井
い
尻
じり
　舞
まい

　豊かな自然、各地域の伝統行事、井上堰水先生などの
偉人、そして地域の方同士のつながりが地域の宝だと思
う。
　これからも積極的に地域の方とつながり、「宝」を発見
し、伝えていきたい。

八木東小学校

寺
てら
田
だ
　佳

か
純
すみ

　今年度、「地域との繋がりを強くすること」に挑戦して
いる。全校生徒にボランティアを募りゴミ拾いを通じて
地域を大切にする気持ちを持ちたい。
　自然や文化を未来に引き継げるよう、自分たちも発信
していきたい。

園部中学校

堤
つつみ
　創
そう
太
た

　美山町は観光客に向けた施設は充実しているが、日用
品を買う店やバスの本数が少なく不便だと感じる。
　そこで、自家用車を代用する「ライドシェア」を導入し
地域の移動手段を確保することで、働きがいと利便性の
相乗効果になり、「住み続けたい魅力ある町」になると思
う。

美山中学校

小
お
野
の
　藍
あい

　段ボールベッドなど避難所の充実、防災イベントを通
して市民の防災意識の向上が必要。また、災害時は周り
の助けにより復興することを学んだので、普段から挨拶
などを通して人とのつながりを深めることが大切。

殿田小学校

栃
とち
下
した
　海
かい

　地域清掃等を通じて「つながりの場」「自然」「故郷愛」
の３つを将来に残したい。
　これからもいろいろなことを考えて実現していきたい
ので、市民一人ひとりの声を大切にしてくれる優しい南
丹市であってほしい。

殿田中学校

青
あお
木
き
　広
こう
徳
とく

　八木町で「地域清掃」を行う中で、多くの方に協力いた
だき、地域を大切に思う気持ちがより一層芽生えた。こ
の取組が八木町だけでなく、南丹市に広がれば、南丹市
に住みたい人が増えると思う。

八木中学校

石
いし
橋
ばし
　愛
あい
志
し



まちの話題を紹介します
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　９月22日、八木町で第78回京都
南丹市花火大会が開催されました。
　当日は大堰川沿いでさまざまな
屋台が出店されており、小さい子ど
もからお年寄りの方まで約３万人の
来場者で賑わいを見せました。
　また、ステージでのライブパ
フォーマンスやドローンによるライ
トショウも催され、会場を盛り上げ
ました。
　午後7時30分からはカウントダウ
ンとともに約２千発の花火が打ちあ
がり、来場者は歓声を上げながら、
花火に魅了されている様子でした。
　なお、今年から改めて「京都南丹
市花火大会」と称し、地域に愛され
る花火大会としての新たな第一歩
を踏み出すことを記念して、今回
は、市内小学１年生の児童とそのご
家族が、花火大会に招待されまし
た。

南
丹
市
の
夜
空
に
輝
く
大
輪
の
花
火

９
／
22　
第
78
回
京
都
南
丹
市
花
火
大
会

　９月15日、園部公園陸上競技場（芝生エリ
ア）でNANTAN 芝生 YOGAを開催しまし
た。
　当日は約60人の参加者が集まり、インス
トラクターの中村裕予さんの指導のもと、
立ったり、寝転がったり、曲げたり、伸ば
したりとさまざまな姿勢をとり、芝生エリ
アの開放的な空間を感じながら体を動かし
ました。
　なお、京都府南丹警察署交通課の協力に
より「交通安全教室」もあわせて実施し、交
通事故防止に関する行動などを学びました。

　南丹市地域おこし協力隊員として、南丹
市観光推進を行い、まちの魅力を発信でき
る人材を募集しており、この度、土井辰郎
さんが新たに着任され、9月2日に委嘱状を
交付しました。
　土井さんは「南丹市は周辺都市部から近
くありながらも自然に触れることができる
ところに魅力を感じています。例えば、京
都市内の学校からの農泊の呼び込みなど、
まずは京都市内の方に南丹市を知っていた
だくことから進めていきたい」と話されま
した。

南
丹
市
の
魅
力
を
各
地
に
発
信

９
／
２　
南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式 ▲屋台などで賑わう会場の様子

▲西村市長から委嘱状を受け取る土井隊員

▲大堰橋越しに見える花火

▲芝生エリアでヨガを楽しむ参加者たち

９
／
15　

N
AN
TAN

 

芝
生 YO

G
A

開
放
的
な
空
間
の
も
と
ヨ
ガ
を
楽
し
む
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▲宣誓を行う奥村涼平さん

　10月２日に南丹市役所で第47回京
都府民総合体育大会 南丹市選手団団
結式並びに壮行会を開催しました。
　今回、南丹市からは32チーム総勢
333名の選手たちが府民総合体育大会
に出場し、選手を代表して奥村涼平さ
んが宣誓を行いました。
　西村市長は「ケガには気をつけてい
ただき、存分に頑張ってきてほしい」
と選手たちを激励しました。

府
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
集
う

10
／
２　
第
47
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会 

南
丹
市
選
手
団
団
結
式
並
び
に
壮
行
会

▲「世界がひとつの家族のように」演奏の様子

　9月7日、アスエルそのべで「なんた
んヒューマンシネマ」を開催しました。
前半はミニコンサートとして作詞家の
鮎川めぐみさんの紙芝居や広め隊とし
てご活躍のМＡＫОＴＯさんとジャズ
ギタリスト・北脇久士さんとのデュオ、
最後には出演者全員で鮎川さん作詞の

「世界がひとつの家族のように」が披露
されました。後半には、豆腐店を営む
父娘の愛情を描いた映画「高野豆腐店
の春」を上映し、参加者からは「心に訴
える良い企画でした」などの感想が寄
せられました。

▲農芸高校生が育てた乳牛（フイラ号）

　乳牛の美しさを競うオールニッポ
ン・ホルスタインコンテストの3歳経
産ジュニア・クラスで京都府立農芸高
校が全国1位を受賞しました。これは
全国の酪農家も参加する大会で、農業
高校が受賞するのは21世紀全国初との
ことです。
　農芸高校で飼われる牛は、生徒が地
道に努力し改良を重ねてきたものです。
現在は和牛甲子園に向け活動中です。
今後も農芸高校の酪農技術がますます
発展していくことに期待がかかります。

乳
牛
の
美
し
さ
、全
国
一
位
に

オ
ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

▲即興で絵を描く絵本作家のたなかひかるさん

　9月16日、「学びの南丹たなかひか
るさん絵本ライブことば×ことば」を
開催しました。
　当日は、絵本の読み語りと、参加し
た子どもの好きな食べ物と事前に用意
した言葉からその場で連想したものを
絵本作家のたなかひかるさんが即興で
絵に描くライブドローイングが行わ
れ、参加した子どもたちは驚きととも
に楽しむ様子が伺えました。
　なお、今回のイベントは、企業版ふ
るさと納税として（株）タレントスクエ
ア様と（株）ピコトン様より支援をいた
だき開催しました。

子
ど
も
と
本
と
の
出
会
い
の
場
に

９
／
16　
学
び
の
南
丹
た
な
か
ひ
か
る
さ
ん
絵
本
ラ
イ
ブ
こ
と
ば
×
こ
と
ば

歌
と
映
画
を
通
し
て
人
権
を
学
ぶ

９
／
７　
な
ん
た
ん
ヒ
ュ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
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歯
周
病
に
な
る
と
歯
茎
の
小
さ
な
血
管
が
傷
つ

き
、
傷
つ
い
た
血
管
か
ら
歯
周
病
菌
が
全
身
に
は

こ
ば
れ
、
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
歯
周
病
は
、
日

本
人
の
死
亡
原
因
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
る
生

活
習
慣
病
と
の
関
連
、
リ
ス
ク
を
示
す
論
文
が
あ

り
ま
す
。

　
・
動
脈
硬
化　
　
・
す
い
臓
が
ん

　
・
糖
尿
病　
　
　
・
脳
血
管
疾
患

　

特
に
糖
尿
病
と
の
関
連
は
高
い
エ
ビ
デ
ン
ス
が

あ
り
ま
す
。
多
く

の
研
究
で
糖
尿
病

患
者
に
歯
周
病
の

治
療
を
行
う
と
、

糖
尿
病
に
関
係
す

る
血
液
デ
ー
タ
の

改
善
を
期
待
で
き

る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
調
査
で
は
、
２
人
に
１
人
が
歯
周
病
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
。
ま
た
、
歯
周
病

は
年
齢
を
重
ね
て
か
ら
発
症
す
る
も
の
で
は
な
く
、

25
～
44
歳
ま
で
で
約
30
％
、
45
～
54
歳
に
な
る
と

約
50
％
の
人
が
歯
周
病
で
す
。

約
51
％
と
全
国
よ
り

悪
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
人
に
１
人
が
歯
周
病

「
健
幸
な
か
ら
だ
は
、
健
口
か
ら
」

～
歯
周
病
か
ら
あ
な
た
と
大
切
な
人
を
守
る
た

め
、
知
っ
て
お
き
た
い「
口
と
歯
の
こ
と
」～

Fact：国民病

歯
周
病
の
自
覚
症
状
を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

□　
歯
が
長
く
な
っ
た
気
が
す
る

□　
口
臭
が
気
に
な
る

□　
歯
と
歯
の
間
に
隙
間
が
で
き
て
き
た

□　
朝
起
き
る
と
、
口
の
中
が
粘
つ
く

□　
歯
磨
き
の
時
に
出
血
す
る

□　
硬
い
物
が
か
み
に
く
い

□　
歯
肉
が
時
々
腫
れ
る

□　
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

　

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
1
つ
で
も
該
当
し
た
方
は
放
置

せ
ず
、
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

歯
周
病
を
予
防
す
る
、
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

家
庭
で
の
歯
磨
き（
セ
ル
フ
ケ
ア
）に
加
え
て
、
定
期
的

に
歯
科
医
院
で
の
歯
科
健
診
と
歯
石
の
除
去
―
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

静
か
に
全
身
を
蝕
み
ま
す

早
期
予
防
で
防
ぐ
！

歯
が
あ
る
う
ち
は
あ
き
ら
め
な
い

本当に怖い
歯周病

すい臓

30代市民の歯周ポケット
保有割合
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問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

高
齢
者
の
お
口
と
全
身
の
健
康

　

お
口
の
機
能
も
か
ら
だ
の
筋
力
低
下
と
同
様
に
、
年

齢
を
重
ね
る
に
し
た
が
い
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
に
、
お
口
の
健
康
を
意
識

す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
聞
く

　
　
歯
科
医
院
の
す
ご
い
と
こ
ろ

　
歯
科
医
院
は
子
ど
も
の
頃
の「
歯
の

治
療
を
す
る
怖
い
と
こ
ろ
」と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
が
大
人
に
な
っ
て
も
残
っ

て
お
り
、
敷
居
が
高
く
な
っ
て
い
る

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　
「
お
口
の
中
を
綺
麗
に
し
た
い
」、

「
歯
の
掃
除
を
し
て
欲
し
い
」等
の
む

し
歯
が
な
く
て
も
構
え
ず
に
歯
科
医

院
で
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

歯
科
医
院
で
は
治
療
や
歯
石
除
去

等
の
プ
ロ
の
ケ
ア
に
加
え
て
、
自
宅

で
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
関
す
る
歯
ブ
ラ

シ
、
フ
ロ
ス
、
歯
間
ブ
ラ
シ
の
使
い

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
お
口
の
健

康
、
清
潔
を
保
つ
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
健
診
で
食
べ
る
、
飲

み
込
む
、
し
ゃ
べ
る
な
ど
の
口
の
中

の
機
能
が
衰
え
て
い
な
い
か
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
記
事
で
歯
科
医
院
に
定
期
的

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
る
と
歯
科
衛
生
士
と
し
て
や
り
が

い
を
感
じ
、
う
れ
し
い
で
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室

　

南
丹
市
で
は
、
歯
科
衛
生
士
と
保
健
師
が
地
域

の
集
い
の
場（
サ
ロ
ン
）に
伺
い
、「
フ
レ
イ
ル
予
防

教
室
」の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
、
口
腔
機
能
低

下
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
お
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
に

加
え
て
、「
食
べ
る
・
飲
み
込
む
・
話
す
」際
に
重

要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
、
口
や
舌
、
頬
等
を

意
識
的
に
動
か
す「
お
口
の
体
操
」等
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

※「
フ
レ
イ
ル
」と
は
、
加
齢
に
よ
り
心
身
の
機
能

が
虚
弱
に
な
る
状
態
で
す
。

唾液腺マッサージ
「じんわり唾液が出
てきました！」

舌がしっかり動かないと、スムーズ
に食べる・話すができません。お口
の筋トレが大事です。

令和6年度 無料歯科健診実施中
●期間：令和６年12月まで
●医療機関：南丹市内の歯科医院
●対象者：後期高齢者歯科健診→76歳の方

歯周病予防健診→年度末年齢30・35・40・45・50・55・60・65・
70歳の方

※対象の方には、６月に個別通知しています。再発行の希望は、健幸まちづくり
課までご連絡ください。

まだ間に合う！

▶
園
部
町
殿
谷
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン（
な
ご

み
会
）の
様
子
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し
か
し
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
広
ま
る
中
で
、
茅
刈
り
に
参
加
で
き

る
人
や
管
理
で
き
る
人
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
現
状
、
美
山
町
の
茅
葺
屋
根
に

使
わ
れ
て
い
る
材
料
は
地
域
外
か
ら
買

い
取
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
と
の
こ
と

で
す
。 　
　
　
　

　

今
後
は
、
集
落
内
の
住
民
だ
け
で
な

く
、
集
落
外
の
人
達
と
も
連
携
し
て
、

茅
場
を
守
っ
て
い
く
仕
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
今
年
の
11
月
23
日（
土
）

～
12
月
１
日（
日
）の
期
間
中
に
、
み
ん

な
で
楽
し
み
な
が
ら
茅
刈
り
を
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト「
カ
ヤ
キ
ャ
ン
」を
、
美
山

町
の
茅
場
で
企
画
中
で
す
！

　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
永
尾
で
す
。
今
回
の
記
事
で
は
、
地

域
の
20
代
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し

な
が
ら
、
聞
き
込
み
調
査
を
行
っ
て
い

る“
茅
刈
り
”に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。 　

　

茅
が
生
え
て
い
る「
茅
場
」は
集
落
の

方
々
で
毎
年
管
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

茅
は
長
さ
や
太
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、

屋
根
の
内
側
・
外
側
で
使
い
わ
け
を
し

ま
す
。　

　
“
茅
刈
り
”の
時
期
は
、
11
月
末
～
12

月
初
旬
の
時
期
。
市
内
を
走
っ
て
い
る

と
、
時
々
テ
ン
ト
の
よ
う
に
円
錐
状
に

茅
の
束
が
積
ん
で
あ
る
風
景
を
見
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
れ
は「
カ
ヤ
タ

テ
」と
い
っ
て
、
積
雪
の
中
で
も
長
い
冬

を
越
せ
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
乾
燥
さ
せ
た
茅
の
束
は
、
春

先
に
蔵
や
屋
根
裏
部
屋
へ
と
運
ん
で
貯

蔵
し
て
お
き
、
屋
根
の
葺
き
替
え
の
際

に
少
し
ず
つ
使
用
す
る
そ
う
で
す
。

　
「
茅
刈
り
」は
、
本
来
集
落
の
人
が
み

ん
な
で
行
う
手
仕
事
。
準
備
も
含
め
て

何
日
も
か
か
る
地
道
な
作
業
で
す
が
、

茅
刈
り
の
後
に
焚
火
を
し
て
、
お
母
さ

ん
方
の
炊
き
出
し
を
み
ん
な
で
わ
い
わ

い
食
べ
る
時
間
が
楽
し
み
だ
と
い
い
ま

す
。

−35−

問
い
合
わ
せ
先
：
永
尾
隊
員

メ
ー
ル  miyamadou310@gmail.com

界
人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
も
た

ら
し
た
悲
劇
・
苦
悩
・
破
壊
へ
の
深
い

反
省
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、

「
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
」「
差
別
を
撤
廃
し
、
人
権
を
確
立
す

る
こ
と
が
恒
久
平
和
に
通
じ
る
」と
い
う

誓
い
が
込
め
ら
れ
、
全
世
界
す
べ
て
の

人
々
の
人
権
を
守
る
こ
と
を
公
的
に
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

　

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を

記
念
し
、
１
９
５
０（
昭
和
25
）年
の
国

連
総
会
で
、
こ
の
12
月
10
日
を「
人
権

デ
ー
」と
定
め
、
加
盟
国
な
ど
に
人
権
思

想
の
啓
発
の
た
め
の
行
事
を
実
施
す
る

よ
う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
そ
の
翌
年
に
、
12
月

４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
一
週
間
を「
人
権

週
間
」と
定
め
、
全
国
的
に
啓
発
活
動
を

展
開
し
、
広
く
国
民
に
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

南
丹
市
で
も
毎
年
、
人
権
に
関
す
る

事
業
や
街
頭
啓
発
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て
見
つ
め

な
お
し
、
人
権
感
覚
の
豊
か
な
社
会
を

構
築
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

　

  （
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第69回――第69回―

　

世
界
人
権
宣
言
は
、
基
本
的
人
権
尊

重
の
原
則
を
定
め
た
も
の
で
、
初
め
て

人
権
保
障
の
目
標
や
基
準
を
国
際
的
に

う
た
っ
た
画
期
的
な
も
の
で
す
。

　

20
世
紀
に
は
、
世
界
を
巻
き
込
ん
だ

大
戦
が
二
度
も
起
こ
り
、
特
に
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
お
い
て
は
、
特
定
の
人

種
の
迫
害
、
大
量
虐
殺
な
ど
、
人
権
侵

害
、
人
権
抑
圧
が
横
行
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
人
権
問
題
は
国

際
社
会
全
体
に
か
か
わ
る
問
題
で
、
人

権
の
保
障
が
世
界
平
和
の
基
礎
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
が
主
流
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
１
９
４
８（
昭
和
23
）年
12

月
10
日
、
国
連
第
３
回
総
会
に
お
い
て
、

「
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て
の
国
と
が
達

成
す
べ
き
共
通
の
基
準
」と
し
て
、「
世

『
世
界
人
権
宣
言
』か
ら

75
年
が
過
ぎ

プロジェクトの進行状況は
随時「みやま堂」Instagram
で発信して参りますので、
ぜひフォローください。
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こ
の
度
、
南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し
た
土
井
辰

郎
と
申
し
ま
す
。

　

南
丹
市
の
魅
力
は
、
自
然
が
豊
か
で

人
々
が
温
か
く
、
非
常
に
過
ご
し
や
す

い
場
所
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
南
丹
地
域
で
の
体
験
を
、
全
国

の
皆
様
だ
け
で
な
く
、
海
外
か
ら
の
お

客
様
に
も
ぜ
ひ
体
感
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）に
よ
り
、
社
会
の

仕
組
み
が
急
速
に
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
予
測
困
難
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
南
丹
市
の
社
会
や
経
済
が
よ
り

良
く
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
の
お

力
添
え
が
必
要
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
の
た
め
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ
ま

す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

9
月
８
日（
日
）に「
御
城
印
合
戦 

in 

福
知
山
」が
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
京
都
府
内
の

市
町
村
だ
け
で
な
く
、
滋
賀
県
や
福
井

県
な
ど
遠
方

か
ら
も
出
店

さ
れ
た
大
規

模
な
も
の

で
、
イ
ベ
ン

ト
開
始
前
か

ら
お
城
フ
ァ

ン
の
方
が
お

目
当
て
の
御

城
印
を
手
に

入
れ
る
た

め
、
長
蛇
の

列
を
な
す
ほ

　
9
月
22
日（
日
）に「
第
78
回
京
都
南
丹

市
花
火
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
鑑
み
、「
京
都
南
丹
大
堰

川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」と
し
て
地
域
の
方

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
規
模
を
縮
小

し
て
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
、
規
制
緩
和
に
伴
い
規
模
を
少
し
ず

つ
拡
げ
る
と
と
も
に
、
市
内
に
住
む
小

学
1
年
生
と
そ
の
ご
家
族
を
招
待
す
る

な
ど
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
花
火
大
会
と

し
て
新
た
な
取
組
も
試
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
の
異
常
気
象
な
ど
を
踏

ま
え
、
開
催
時
期
を
9
月
に
し
た
こ
と

で
、
秋
夜
の
心
地
良
い
風
が
吹
く
な
か
、

多
く
の
方

に
お
彼
岸

の
夜
空
を

彩
る
大
輪

の
花
を
ご

覧
い
た
だ

く
こ
と
が

出
来
ま
し

た
。

南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
だ
よ
り

▲花火大会の様子

ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

　
南
丹
市
が
参
加
す
る
の
は
初
め
て
で
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
、
八
木
城
と

宍
人
城
で
は
新
作
を
、
埴
生
城
で
は
限

定
版
の
御
城
印
を
用
意
し
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
来
場
者
の
方
か
ら
は「
か
っ

こ
い
い
」と
い
う
感
想
を
多
く
い
た

だ
き
、
沢
山
の
方
に
手
に
取
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
南
丹
市
に

行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
山
城
が
あ
る

な
ら
登
っ
て
み
た
い
」と
ブ
ー
ス
に

寄
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
南
丹
市

を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
南
丹
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

け
る
よ
う
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地域おこし協力隊

土井　辰郎（30）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
挨
拶

御
城
印
合
戦 

in 

福
知
山

第
78
回
京
都
南
丹
市
花
火
大
会

新作の御城印（八木城、宍人城）
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南
丹
市
財
政
健
全
化
市
民
説
明
会

の
開
催
に
つ
い
て

　
南
丹
市
の
財
政
の
状
況
と
財
政

健
全
化
の
取
組
み
に
つ
い
て
、市
民

の
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　

・
11
月
６
日（
水
）　

午
後
７
時
～　
　
　
　

日
吉
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

・
11
月
９
日（
土
）　

午
後
７
時
～　
　
　
　

八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

・
11
月
12
日（
火
）

午
後
７
時
～

京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー

・
11
月
16
日（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～　

国
際
交
流
会
館
・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル問
企
画
財
政
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
８

食
料
品
・
生
活
必
需
品
無
料
配
布

の
お
知
ら
せ

　
物
価
高
騰
に
よ
り
、
困
窮
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
等
を
支
援
す
る
た

め
に
食
料
品
・
生
活
必
需
品
の
無

料
配
布
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
１
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
日
吉
興
風
交
流
セ
ン
タ

ー●
対
象
者
　
南
丹
市
在
住
の
い
ず

れ
か
の
方

①
ひ
と
り
親
家
庭　

②
そ
の
他
、

支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭

※
当
日
、
配
布
場
所
ま
で
取
り
に

来
ら
れ
る
方

●
申
込
方
法
　
11
月
８
日（
金
）ま

で
に
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員
の
方

は
南
丹
支
会
役
員
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

0
9
0
－
1
1
3
5
－
5
1
8
2

勝
田

0
9
0
－
7
8
8
3
－
7
7
1
9

北
村

　

会
員
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、

申
込
用
紙（
こ
ど
も
家
庭
課
、
各

支
所
総
務
課
に
備
え
付
け
）に
記

入
の
上
、
こ
ど
も
家
庭
課
・
各
支

所
総
務
課
に
提
出
、
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
の
際
に
は
必
ず
件
名

に「
生
活
必
需
品
等
配
布
事
業
申

込
み
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

b
e
-k
o
d
o
m
o
@
c
ity
.

nantan.lg.jp

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

に
つ
い
て

　
南
丹
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事

の
区
分
に
お
け
る
入
札
参
加
資
格

の
定
期
受
付
を
、
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
令
和
７・
８
年
度
の

入
札
参
加
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
、
物
品
・
役
務
に

係
る
入
札
参
加
資
格
と
、
少
額
随

意
契
約
に
お
け
る
受
注
資
格
に
つ

い
て
は
中
間
受
付
と
な
り
、
新
規

や
業
種
の
追
加
等
の
変
更
が
あ
る

方
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
す
で
に
入
札
参
加
資
格
を
お
持

ち
で
、
追
加
・
変
更
の
無
い
方
は

今
回
の
申
請
は
不
要
で
す
）

●
受
付
期
間
　
11
月
１
日（
金
）

～
29
日（
金
）

（
郵
送
に
つ
い
て
は
11
月
30
日

（
土
）の
消
印
分
も
受
付
可
）

●
提
出
書
類
　
南
丹
市
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書

※
南
丹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ま
ち

づ
く
り
」の「
入
札
・
契
約
情
報
」

か
ら
入
手
し
て
下
さ
い
。

※
要
領
に
記
載
す
る
必
要
書
類
を

添
え
て
、
ホ
チ
キ
ス
等
で
ま
と
め

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

※
で
き
る
限
り
郵
送
申
請
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

●
資
格
の
有
効
期
間（
工
事
）

令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
９
年

３
月
31
日（
２
年
間
）

問
監
理
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
６

南
丹
市
高
齢
者
等
除
雪
対
策
事
業

に
つ
い
て

〈
除
雪
対
策
事
業
〉

　
自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
高
齢

者
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、
除
雪
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

●
対
象
　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構

成
さ
れ
て
い
る
世
帯

②
母
子
世
帯

③
障
が
い
者（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
～
４
級
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
者
）を
含
む
世
帯

●
支
援
内
容
　
高
齢
者
世
帯
な
ど

か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
次
の
除

雪
作
業
を
委
託
事
業
者
が
行
い
ま

す
。
除
雪
車
が
出
動
し
た
場
合
に

限
り
ま
す
。

●
支
援
期
間
　
12
月
１
日（
日
）

～
令
和
７
年
３
月
15
日（
土
）

●
負
担
金
　
除
雪
に
要
す
る
費
用

の
１
割
相
当
額
を
、
直
接
除
雪
委

託
事
業
者
に
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

●
申
請
方
法
　
11
月
22
日（
金
）ま

で
に
申
請
書（
問
合
せ
先
に
備
え

付
け
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

居
住
す
る
地
区
の
民
生
児
童
委
員

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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の
意
見
を
付
け
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
除
雪
委
託
事
業
者
の
体

制（
人
員
の
都
合
な
ど
）に
よ
り
、

利
用
者
登
録
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〈
除
雪
委
託
事
業
者
の
募
集
〉

●
業
務
内
容

①
住
居
敷
地
内
の
除
雪
作
業

②
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
伴
う
住
居

敷
地
内
の
除
雪
作
業

③
住
居
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業

●
業
務
期
間
　
12
月
１
日（
日
）

～
令
和
７
年
３
月
15
日（
土
）

※
気
象
状
況
に
よ
り
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
登
録
対
象
事
業
者
　
対
象
者
へ

の
的
確
な
除
雪
支
援
体
制
が
整

い
、
完
了
報
告
な
ど
、
市
の
要
請

す
る
業
務
お
よ
び
事
務
が
期
限
内

に
で
き
る
市
内
の
事
業
者

●
委
託
料
　
１
時
間
２
，
５
０
０

円（
除
雪
機
械
使
用
時
３
，
５
０ 

０
円
）

※
う
ち
１
割
相
当
分
は
除
雪
支
援

対
象
者
が
負
担
し
ま
す
。

●
登
録
期
限
　
11
月
15
日（
金
）

●
登
録
方
法
　
高
齢
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
に
、
登
録
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

問
日
吉
支
所
総
務
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
３
０

問
美
山
支
所
総
務
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
４
０

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
が
変
わ
り

ま
す

　

令
和
６
年
11
月
分（
令
和
７
年

１
月
支
給
分
）か
ら
、
所
得
限
度

額
と
第
３
子
以
降
の
加
算
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

●
現
在
の
受
給
資
格
者
　
令
和
６

年
11
月
分（
令
和
７
年
１
月
支
給

分
）の
手
当
か
ら
改
正
内
容
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
お
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
現
況
届
を
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
手
当
の
一
部
が
一

時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

●
現
在
、
受
給
資
格
者
で
な
い
方

現
在
、
申
請
者
本
人
の
所
得
限
度

額
を
超
え
て
い
る
な
ど
に
よ
り
児

童
扶
養
手
当
の
認
定
請
求
を
さ
れ

て
な
か
っ
た
方
も
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
支
給
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ど
も
家
庭
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
12
月
２
日（
月
）納
期
限
〉

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

４
期
分　
　

問
税
務
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

・
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
分　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５

期
分

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

・
介
護
保
険
料
第
６
期
分　
　
　

問
高
齢
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
保
育
所
保
育
料
等
11
月
分

・
保
育
所
延
長
保
育
料
10
月
分　

・
一
時
保
育
料
10
月
分　

・
幼
稚
園
給
食
費
11
月
分　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
10
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
11
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料
11
月
分　
　

問
都
市
計
画
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費
11
月
分　
　
　
　

問
学
校
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
11

月
分　
　

問
社
会
教
育
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。
ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

毒
物
劇
物
危
害
防
止
運
動
実
施
中

　
毒
物
や
劇
物
は
、
取
り
扱
い
を

間
違
え
る
と
吸
引
や
接
触
に
よ
っ

て
中
毒
に
な
る
な
ど
、
人
体
へ
の

影
響
が
大
き
い
た
め
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
毒
物
劇
物
を
取
り

扱
う
際
に
は
、
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

・
正
し
い
使
用
方
法
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
保
管
場
所
に
は
、「
医
薬
用
外

劇
物
」ま
た
は「
医
薬
用
外
毒
物
」

と
表
示
し
ま
し
ょ
う
。

・
盗
難
・
紛
失
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。

・
万
が
一
盗
難
に
あ
い
、
又
は
紛

失
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に

届
け
出
ま
し
ょ
う
。

・
決
め
ら
れ
た
方
法
で
廃
棄
し
ま

し
ょ
う
。

問
京
都
府
南
丹
保
健
所　
環
境
衛

生
課
衛
生
・
検
査
係

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
４
７
５
４

くわしくは
こちら

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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京
都
府
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い

て
　
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
、
時

間
額
１
，
０
５
８
円
に
改
正
さ
れ

ま
す（
50
円
引
き
上
げ
）。

問
京
都
労
働
局
賃
金
室

TEL
０
７
５
－
２
４
１
－
３
２
１
５

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
な
く
す

啓
発
期
間
に
つ
い
て

　

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は

「
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
な
く

す
啓
発
期
間
」で
す
。

　

Ｄ
Ｖ（
夫
婦
や
恋
人
な
ど
の
親

し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
間
で
行
わ
れ
る

暴
力
）は
、
心
身
を
傷
つ
け
、
人

権
を
著
し
く
侵
害
す
る
決
し
て
許

さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

期
間
中
は
、〝
暴
力
を
許
さ
な

い
社
会
づ
く
り
〟の
運
動
を
展
開

し
ま
す
。

　
南
丹
市
で
は
、
啓
発
事
業
と
し

て
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
正
門
）

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー

（
南
丹
市
立
中
央
図
書
館
）

問
人
権
政
策
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
５

人材募集
南丹市職員採用試験の実施について

令和６年度（令和７年度採用）の職員採用試験を次のとおり実施します。
●募集職種

職種 募集人数 試験区分 受験資格

一般事務 若干名

一般試験 平成9年4月2日から平成19年4月1日までに生まれ
た人

社会人試験
昭和59年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法
にいう高等学校以上の学校を卒業し、民間企業等
での実務経験が3年以上ある人

ふるさと
チャレンジ試験

ふるさと南丹市を盛り上げる熱意とやる気をもっ
て働くことができる平成元年4月2日以降に生まれ
た人で学校教育法にいう高等学校以上の学校を卒
業、または令和7年3月末までに卒業見込みの人

保育士

幼稚園教諭
若干名

一般試験
平成9年4月2日以降に生まれ、令和7年3月末まで
に保育士資格と幼稚園教諭免許の両方を取得また
は取得見込みの人

社会人試験
昭和59年4月2日以降に生まれた人で「保育士」また
は「幼稚園教諭」の実務経験が3年以上あり、保育士
資格と幼稚園教諭免許の両方を有する人

ふるさと
チャレンジ試験

ふるさと南丹市を盛り上げる熱意とやる気をもっ
て働くことができる平成元年4月2日以降に生まれ
た人で、令和7年3月末までに保育士資格と幼稚園
教諭免許の両方を取得または取得見込みの人

※地方公務員法第16条の規定による欠格条項に該当する人は受験できません。
※「ふるさとチャレンジ試験」について・・・令和5年度から「ふるさとチャレンジ試験」を新設しました。
この試験は、南丹市を「ふるさと」としてもっと盛り上げたいという熱意を重視し、筆記試験としては、
一般試験や社会人試験にある基礎能力試験を免除して、作文試験と事務能力試験で選考する試験です。
●試験日　
・一般事務　第1次試験　12月14日（土）または15日（日）午前8時30分（予定）
・保育士・幼稚園教諭　第1次試験　令和7年1月12日（日）午前9時30分（予定）
●要項配布場所　市役所2号庁舎2階　人事課　
●要項配布・受付締切　11月20日（水）まで

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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●受付時間　午前8時30分～午後5時15分
※市ホームページからもダウンロード可能
※要項配布、受付ともに土・日・祝日を除く
●受験手続　申込書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて市役所人事課へ提出してください。
※必要書類その他詳細については要項を確認ください。
問人事課　TEL0771-68-0008

相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性の人権ホット
ライン（DVなど）

11月13日（水）～19
日（火）

8：30～19：00
（平日）
10：00～17：00

（土・日）

― ホットライン
TEL0570-070-810

女性相談（要予約）11月13日、27日
（いずれも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
TEL0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 11月19日（火） 13：30～16：00 市役所日吉支所

京都地方法務局園部
支局
TEL0771-672-0208

健
康

身体障害者巡回相
談（整形）（要予約）

11月12日（火）
11月5日（火）までに
予約

9：45～11：15 園部文化会館
３階研修室

社会福祉課
TEL0771-68-0007

出張がん
個別相談

（要予約）

11月19日（火）
※実施日の前日午後
4時までに予約

13：30～15：30 京都府南丹保健所
京都府がん総合相談
支援センター
TEL0120-078-394

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

司法書士による相談
11月20日（水）
※11月13日（ 水 ）ま
でに予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
２階防災会議室 福祉相談課

TEL0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） 11月26日（火） 13：00～17：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
TEL0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

11月16日（土）

13：00～15：00

そよかぜ美山
社会福祉課　
TEL0771-68-0007

11月22日（金） 京都太陽の園分場
11月25日（月） そよかぜ八木
11月26日（火） そよかぜ日吉

広告募集中
掲載料　１枠１１，０００円（税込）
発行部数　１２，４００部
発行回数　月１回発行
秘書広報課
（０７７１）６８－００６５

くわしくは、こちら

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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子
育
て
支
援

令
和
７
年
度
保
育
所
、
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
申
し
込
み

●
申
請
書
類
　
募
集
要
項
・
提
出

書
類
様
式
は
各
保
育
所
、
幼
稚

園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
児
教

育
・
保
育
推
進
課
お
よ
び
各
支
所

総
務
課（
土
日
祝
除
く
）で
配
布
し

て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
11
月
１
日（
金
）

～
22
日（
金
）

●
受
付
場
所
　
各
保
育
所
、
幼
稚

園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
児
教

育
・
保
育
推
進
課
お
よ
び
各
支
所

総
務
課

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

令
和
７
年
度「
す
こ
や
か
学
園
」の

入
園
申
し
込
み

●
施
設
名
　
幼
児
の
館「
す
こ
や

か
学
園
」

※
す
こ
や
か
学
園
は
、
２
歳
児
を

対
象
に
保
護
者
同
伴
で
利
用
い
た

だ
く
施
設
で
す
。

●
所
在
地
　
園
部
町
小
桜
町（
園

部
幼
稚
園
内
）

●
定
員
　
２
学
級
各
20
人

●
入
園
対
象
　
市
内
在
住
の
２
歳

児（
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
）と

そ
の
保
護
者（
転
入
予
定
の
方
も

含
む
）で
、
原
則
１
年
間
の
通
園

が
可
能
な
方
。

●
開
設
日
　
週
２
日（
月
、
木
曜

日
ク
ラ
ス
と
火
、
金
曜
日
ク
ラ

ス
）

※
ク
ラ
ス
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

●
開
設
時
間
　
午
前
の
２
時
間

●
使
用
料
　
月
額
２
，
０
０
０
円

●
受
付
期
間
　
11
月
１
日（
金
）

～
22
日（
金
）※
土
日
祝
除
く

※
利
用
案
内
・
入
園
申
込
書
は
10

月
22
日（
火
）か
ら
配
布
。

●
受
付
場
所
　
園
部
幼
稚
園
、
幼

児
教
育
・
保
育
推
進
課
お
よ
び
各

支
所
総
務
課

※
定
員
を
超
え
て
申
し
込
み
が
あ

っ
た
場
合
は
抽
選

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課（
申

込
等
事
務
手
続
き
に
関
す
る
事
）

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

問
園
部
幼
稚
園（
す
こ
や
か
学
園

の
運
営
に
関
す
る
事
）

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
３

くわしくは
こちら

令
和
７
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
部
希
望
者
説
明
会
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
に
新
規
利
用
を
さ

れ
る
方
を
対
象
と
し
た
入
部
希
望

者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
新
規

で
入
部
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
い

ず
れ
か
の
説
明
会
に
必
ず
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

※
夏
休
み
期
間
の
み
希
望
さ
れ
る

方
や
年
度
途
中
で
の
入
部
の
可
能

性
が
あ
る
方
も
ご
出
席
く
だ
さ

い
。

※
継
続
し
て
入
部
希
望
の
方
は
、

説
明
会
の
翌
日
か
ら
各
児
童
ク
ラ

ブ
お
よ
び
社
会
教
育
課
で
申
込
書

類
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

〈
日
吉
会
場
〉

●
日
時
　
11
月
20
日（
水
）

午
後
７
時
30
分
～

●
場
所
　
市
役
所
日
吉
支
所
３
階

第
１
会
議
室

〈
園
部
会
場
〉

●
日
時
　
11
月
22
日（
金
）午
後
７

時
30
分
～

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
部
基
準

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、
保

護
者
が
就
労
等
の
理
由
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
児
童
を

対
象
と
し
て
、
放
課
後
や
長
期
休

暇
中
に
家
庭
に
代
わ
っ
て
生
活
す

る
場
で
す
。

相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

く
ら
し

無料税務相談
（要予約）

11月7日（木）

13：30～16：30

亀岡商工会議所 園部納税協会
TEL0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

11月14日（木） 園部納税協会
11月21日（木） 亀岡商工会議所
11月28日（木） 園部納税協会

行
政
・
法
律

行政相談 11月12日（火） 13：30～15：30 園部文化会館3階
会議室

行政監視行政相談セ
ンター
TEL075-802-1100
総務課
TEL0771-68-0002

無料法律相談会
（要予約） 12月4日（水） 13：00～16：00 園部文化会館３階

会議室
総務課
TEL0771-68-0002

京都府無料法律相
談（要予約）

11月25日（月）
※11月20日（水）
午前9時から予約

13：30～16：30 京都府園部総合庁舎
1階

南丹広域振興局園部
地域総務防災課
TEL0771-62-0360

行政書士
無料相談会 11月13日（水） 13：30～16：00 八木市民センター３

階研修室

京都府行政書士会第
3支部
TEL075-692-2500

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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●
利
用
料
金
　

平
日
１
時
間
７
０
０
円
、

土
・
日
・
祝
日
1
時
間
８
０
０
円
。

問
南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

FAX
０
７
７
１
－
６
８
－
２
５
２
６

南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー「
全
体
交
流
会
」

●
日
時
　
11
月
30
日（
土
）

午
前
10
時
50
分
～
正
午

（
受
付
：
午
前
10
時
30
分
）

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア　
「
ゆ
め
の
ひ
こ
う
せ
ん
」に

よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

●
対
象
　
① 

南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

と
そ
の
家
族

② 

南
丹
市
在
住
・
在
勤
の
方
と

そ
の
家
族

●
定
員
　
40
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
11
月
22
日（
金
）ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
入
部
で

き
る
児
童
は
、
南
丹
市
内
の
小
学

校
に
在
学
し
て
い
る
児
童
を
原
則

と
し
、
家
庭
に
お
い
て
保
育
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

問
社
会
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

「
寄
せ
植
え
講
習
会
」の
お
知
ら
せ

　
南
丹
市
に
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
に「
寄
せ
植
え
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
１
日（
日
）　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
日
吉
興
風
交
流
セ
ン
タ

ー※
園
部
町
・
八
木
町
に
お
住
ま
い

の
方
に
つ
い
て
は
、
送
迎
バ
ス
を

用
意
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費
　
１
家
庭
１
鉢
５
０
０

円●
持
ち
物
　
園
芸
用
ス
コ
ッ
プ

●
申
込
方
法
　
11
月
13
日（
水
）ま

で
に
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員
の
方

は
支
会
役
員
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

0
9
0
－
1
1
3
5
－
5
1
8
2

勝
田

0
9
0
－
7
8
8
3
－
7
7
1
9

北
村

　

会
員
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、

申
込
用
紙（
こ
ど
も
家
庭
課
、
各

支
所
総
務
課
に
備
え
付
け
）に
記

入
の
上
、
こ
ど
も
家
庭
課
・
各
支

所
総
務
課
に
提
出
、
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
の
際
に
は

必
ず
件
名
に「
寄
せ
植
え
講
習
会

申
込
み
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
屋
外
で
行
い
ま
す
の
で
、
防
寒

着
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

b
e
-k
o
d
o
m
o
@
c
ity
.

nantan.lg.jp

す
く
す
く
や
ぎ
っ
こ「
み
ん
な
お

い
で
よ
！
」

●
日
時
　
12
月
７
日（
土
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
受
付
９
時
30
分
～
）

●
場
所
　
南
丹
市
八
木
市
民
セ
ン

タ
ー
3
階　

子
育
て
支
援
ル
ー

ム
、
調
理
室

●
内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
会（
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
、
ク
レ
ー
プ
作
り
）

●
参
加
費
　
１
家
庭　
５
０
０
円

●
対
象
　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者（き
ょ
う
だ
い
が
あ
る
家
庭
は
一

緒
に
参
加
で
き
ま
す
）

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
す
い
と
う（
お
茶
）、
お

皿
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

●
定
員
　
10
組（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
11
月
29
日（
金
）ま

で
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
す
く
す
く
や
ぎ
っ
こ
」

TEL
０
７
０
－
７
５
８
５
－
３
４
０
６

suku8suku@
gm
ail.com

京
都
丹
波
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ

●
日
時
　
12
月
７
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所
　
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
他

●
対
象
　
亀
岡
市
・
南
丹
市
・
京

丹
波
町
に
在
住
の
子
育
て
中
の
家

庭
な
ど

●
内
容
　
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
妊
娠

か
ら
出
産
・
子
育
て
啓
発
コ
ー
ナ

ー
、
子
ど
も
の
遊
び
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
物
販
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

●
参
加
料
　
無
料（
体
験
等
内
容

に
よ
っ
て
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

※
保
育
ル
ー
ム
あ
り
ま
す
。
11
月

20
日（
水
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
京
都
府
南
丹
保
健
所
福
祉
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
０
３
６
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
の
ご
案
内

　
南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援

助
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）

と
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い

人（
お
ね
が
い
会
員
）が
相
互
援
助

を
行
う
会
員
組
織
で
す
。

〈「
ま
か
せ
て
会
員
」を
募
集
し
ま

す
〉

　
保
育
所
の
送
迎
な
ど
、
子
育
て

の
援
助
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

「
ま
か
せ
て
会
員
」を
募
集
し
ま

す
。「
ま
か
せ
て
会
員
」へ
の
登
録

に
は
、
安
全
な
活
動
の
た
め
の
講

習
受
講
が
必
要
で
す
。

●
講
習
会
　

・
12
月
４
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

・
12
月
９
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

※
い
ず
れ
も
市
役
所
３
号
庁
舎
第

１
会
議
室

●
申
込
方
法
　
11
月
25
日（
月
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

●
そ
の
他
　
利
用
料
無
料
の
託
児

あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
申

し
込
み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

〈「
お
ね
が
い
会
員
」を
募
集
し
ま

す
〉

　
南
丹
市
在
住
・
在
勤
で
生
後
３

カ
月
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

子
ど
も
の
保
護
者
が
登
録
で
き
ま

す
。

●
利
用
時
間
　
午
前
７
時
～
午
後

８
時

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号



20広報なんたん10月号

お知らせコーナー

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
12
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法
　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
12
月
の
事
業
の
申
し
込

み
受
付
は
、
11
月
１
日（
金
）か
ら

行
い
ま
す
。

●
参
加
人
数
　
親
子
40
人
程
度

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉

●
日
時
　
12
月
６
日（
金
）　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。　
　
　
　

●
場
所
　
園
部
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

〈
子
育
て
広
場
１
歳
児
～
〉

●
日
時
　
12
月
13
日（
金
）　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー　

●
内
容「
お
楽
し
み
会
」

〈
子
育
て
広
場
０
歳
児
～
〉

●
日
時
　
12
月
16
日（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容「
お
楽
し
み
会
」

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
１
歳

～
）〉

●
日
時
　
12
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
日
時
　
12
月
23
日（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
11
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
下
記
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電

話
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

隔
月
第
3
土
曜
日
の
午
前
10
時
～

午
後
3
時

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
J
U
J
U
（
ジ

ュ
ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
　
南
丹
市
子
育
て
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
殿
田
交
流
セ
ン
タ
ー

〈
美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
美
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー〈八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
南
丹
市
立
八
木
中
学
校   

2
階
多
目
的
室

〈
産
後
か
ら
だ
ケ
ア
〉【
要
申
込
】

　
出
産
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
骨

盤
底
筋
を
放
っ
て
お
く
と
、
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
に
。
ま
ず
は
自
分
の

骨
盤
の
状
態
を
知
っ
て
、
ケ
ア
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
11
月
15
日（
金
）　

午
前
10
時
～
正
午　

※
先
着
8
名（
託
児
付
き
）

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

●
講
師
　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト　
安
藤
智
華
子
さ
ん

●
対
象
　
産
後
6
カ
月
く
ら
い
ま

で
の
産
婦
さ
ん

●
参
加
費
　

1
，
0
0
0
円

〈
産
後
ほ
っ
こ
り
の
日
〉【
要
申
込
】

　
産
後
1
年
ま
で
の
お
母
さ
ん
達

に
ほ
っ
こ
り
し
て
も
ら
う
日
で

す
。
温
か
い
お
昼
ご
飯
付
き
。
毎

月
1
日
か
ら
予
約
受
付
開
始
し
ま

す
。

●
日
時
　
11
月
28
日（
木
）　

午
前
10
時
～
午
後
3
時　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
対
象
　
産
後
1
年
ま
で
の
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん

●
参
加
費
　

1
，
0
0
0
円

〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉【
要
申
込
】

　

ヨ
ガ
で
身
体
の
状
態
を
感
じ
、

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ツ
ボ
を
用

い
て
内
臓
を
温
め
ま
す
。
肩
こ

り
・
冷
え
・
月
経
痛
・
産
後
の
不

調
・
更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性
の

心
と
身
体
を
整
え
る
講
座
で
す
。

●
日
時
　
11
月
25
日（
月
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

●
講
師
　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト　
安
藤
智
華
子
さ
ん

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費
　

1
，
5
0
0
円
、
託

児
付
き
2
，
0
0
0
円

〈
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
〉【
要
申
込
】

　
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
は
妊
娠
・
出

産
・
育
児
に
対
す
る
疑
問
や
お
気

持
ち
を
専
門
職
を
交
え
て
お
話
し

す
る
教
室
で
す
。
妊
婦
さ
ん
だ
け

で
な
く
、
パ
パ
や
ご
家
族
の
参
加

も
大
歓
迎
。

　
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
は
2
回
で
1

セ
ッ
ト
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
1
回

の
み
の
ご
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
！
毎
月

で
も
、
何
回
で
も
ご
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

●
日
時
　
１
回
目
10
月
22
日（
火
）

　
2
回
目
11
月
26
日（
火
）

次
回
1
回
目
12
月
24
日（
火
） 

2
回
目
令
和
7
年
1
月
26
日（
日
）

午
前
9
時
45
分
～
11
時
45
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

（
日
曜
日
開
催
の
み
、
南
丹
市
子

育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

●
対
象
　
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
ご
家

族●
参
加
費
　
無
料
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催
し

文
化
博
物
館
秋
季
特
別
展

「
没
後
40
年　
麻
田
辨
自
展
」

〈
特
別
展
〉

●
日
時
　
10
月
26
日（
土
）
～
12

月
８
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
月
曜
休

館
）

※
11
月
３
日
開
館
、
11
月
５
日
休

館●
場
所
　
文
化
博
物
館

●
内
容
　
南
丹
市
八
木
町
出
身
の

日
本
画
家
麻
田
辨
自
の
回
顧
展
。

日
展
な
ど
の
出
品
作
を
含
め
、
約

１
２
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〉

●
日
時
　
11
月
３
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
場
所
　
文
化
博
物
館　
展
示
室

●
内
容
　
展
示
作
品
に
つ
い
て
、

担
当
学
芸
員
が
解
説
を
行
い
ま

す
。

●
参
加
費
　
無
料（
入
館
料
が
必

要
）

問
文
化
博
物
館

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
１

第
28
回
南
丹
市
八
木
町
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す

〈
展
示
発
表
の
部
〉

●
日
時
　
10
月
30
日（
水
）
～
11

月
３
日（
日
・
祝
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
よ
び
3
階
、

研
修
室
１・
２
、
和
室

●
内
容
　
盆
栽
、
書
道
、
俳
句
、

絵
画
、
手
芸
作
品
と
八
木
町
内
の

児
童
生
徒
作
品
な
ど

〈
舞
台
発
表
の
部
〉

●
日
時
　
11
月
３
日（
日
・
祝
）午

前
９
時
25
分
～
午
後
４
時

●
場
所
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ
ー
ル

●
内
容
　
吹
奏
楽
、
朗
読
、
シ
ャ

ン
ソ
ン
、
器
楽
演
奏
、
コ
ー
ラ

ス
、
舞
踊
、
３
B
体
操
、
太
極

拳
、
邦
楽
、
大
正
琴
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
な
ど

※
11
月
３
日（
日
・
祝
）に
限
り
、

午
前
10
時
か
ら
昼
食
用
の
軽
食
も

販
売
し
ま
す
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
相
談
会
＆
栄
養
の
お
話
会

　
活
動
量
計
や
か
ら
だ
カ
ル
テ
等

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
相
談
、

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

●
日
程
・
場
所

・
11
月
１
日（
金
）

日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室

・
11
月
５
日（
火
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
美
山
分
室
）

・
11
月
６
日（
水
）

八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室

１・
２

・
11
月
７
日（
木
）

園
部
文
化
会
館
３
階
大
研
修
室

●
時
間
　
い
ず
れ
も
９
時
30
分
～

11
時
30
分

※
日
吉
・
八
木
会
場
で
栄
養
の
お

話
会
あ
り
。

●
持
ち
物

　
新
規
の
方　
初
回
登
録
セ
ッ
ト

既
存
参
加
者
の
方　

活
動
量
計
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
お
持
ち
の
方
）

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
健
幸
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
　
11
月
９
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所
　
八
木
町
日
置
公
民
館
＆

日
置
の
田
ん
ぼ

●
内
容
　
八
木
町
日
置
区
が
設
定

し
た
田
ん
ぼ
の
中
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
明
治
国
際
医
療
大
学

の
池
本
先
生
の
指
導
で
2
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

●
持
ち
物
　
活
動
量
計　
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
服
装

問
日
置
区
集
落
支
援
事
業
委
員
会

TEL
０
９
０
－
３
６
７
７
－
４
５
３
２

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　
本
年
８
月
末
で
任
期
満
了
を
迎

え
た
南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
や
現
役
で
活
動
し
て
い
る
隊
員

に
よ
る
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時
　
11
月
10
日（
日
）

午
後
２
時
～
４
時
30
分

●
会
場
　
国
際
交
流
会
館
第
１
研

修
室
、
第
２
研
修
室

●
報
告
者
　
鈴
木
健
司
元
隊
員
、

谷
川
英
愛
元
隊
員
、
永
尾
俊
晴
隊

員
、
米
澤
弥
央
隊
員
、
矢
野
大
輔

隊
員
、
山
内
麻
衣
子
隊
員

問
地
域
振
興
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

八
木
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
の
お

知
ら
せ

〈
第
36
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使

用
講
習
会
〉

　
機
器
を
使
用
し
た
い
と
思
わ
れ

る
方
は
、
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　
11
月
12
日（
火
）

午
後
８
時
～　
　

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
場
所
　
南
丹
市
八
木
フ
ィ
ジ
カ

ル
セ
ン
タ
ー（
京
都
府
立
口
丹
波

勤
労
者
福
祉
会
館
内
）（
南
丹
市
八

木
町
西
田
）　

●
内
容
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の

正
し
い
使
い
方

・
健
康
・
安
全
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

法●
定
員
　
10
名（
先
着
順
）

Instagram LINE Facebook

問ＮＰＯ法人グローアップ
TEL080-3857-8119
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お知らせコーナー
〈
水
引
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
フ
レ
ー
ム
〉

●
日
時
　
11
月
16
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
12
時
、
午
後
１

時
～
３
時

11
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館
会
議
室

●
参
加
料
　
２
，
５
０
０
円

●
内
容
　
水
引
で
ク
リ
ス
マ
ス
に

飾
る
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
フ
レ
ー
ム

を
作
り
ま
す
。

●
持
ち
物
　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

〈
第
15
回
ク
ア
ス
ポ
祭
り
〉

●
日
時
　
11
月
24
日（
日
）

午
前
9
時
～
受
付　
　

●
場
所
　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館

●
参
加
料
　
１
０
０
円（
保
険
料
）

●
内
容
　

・
南
丹
市
文
化
観
光
大
使
道
端
カ

レ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
健
康
ウ
オ
ー

ク（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

・
展
示
コ
ー
ナ
ー（
於
：
談
話
室
）

11
月
23
日（
土
）～
12
月
1
日（
日
）

生
け
花
、
能
面
、
水
引
細
工

●
定
員
　
50
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会　
口
丹
波
勤
労
者
福
祉
会
館

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
４

FAX
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fualx504@
kcn.jp

健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
11
月
13
日
、
27
日（
各

水
曜
日
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
場
所
　
五
ケ
荘
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
森
の
学
び
舎　
五
ケ
荘
）

●
内
容
　
健
康
体
操
、
健
康
教

室
、
福
祉・介
護
に
関
す
る
相
談
、

サ
ロ
ン

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会

TEL
０
７
７
１
－
７
３
－
０
６
０
５

第
34
回
大
野
ダ
ム
も
み
じ
祭
り

●
日
時
　
11
月
16
日（
土
）、
17
日

（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
所
　
美
山
大
野
ダ
ム
公
園

●
内
容
　
地
域
の
加
工
食
品
や
農

産
物
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
、
屋

台
・
食
堂
に
て
飲
食
の
販
売
、
生

演
奏
、
特
産
品
が
当
た
る「
あ
り

が
と
う
抽
選
会
」な
ど

問
美
山
町
大
野
振
興
会

TEL
０
７
７
１
－
７
５
－
９
１
１
０

「
あ
か
り
が
つ
な
ぐ
記
憶
２
０
２ 

４
」を
開
催
し
ま
す

　
「
あ
か
り
が
つ
な
ぐ
記
憶
」は
、

日
吉
ダ
ム
建
設
時
に
水
没
し
た
天

若
集
落
の
家
々
の
あ
か
り
を
、
ダ

ム
湖
面
に
再
現
す
る
幻
想
的
な
ア

ー
ト
で
す
。
上
世
木
、
沢
田
、
楽

河
を
点
灯
予
定
。

●
日
時
　
11
月
９
日（
土
）、
10
日

（
日
）日
没
か
ら
深
夜
ま
で　
※
荒

天
中
止

●
場
所
　
日
吉
ダ
ム
周
辺

問
天
若
湖
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会

TEL
０
９
０
－
３
９
９
３
－
３
４
７
１

am
aw
akaart@

gm
ail.

com

「
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
」を
開

催
し
ま
す

●
日
時
　
11
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

●
場
所
　 
園
部
文
化
会
館 

２
階 

料
理
実
習
室

●
対
象
　
南
丹
市
に
お
住
ま
い
の

男
性

●
内
容
　
栄
養
の
お
話
し
、
料
理

実
習（
３
品
を
予
定
）

●
持
ち
物
　
５
０
０
円（
材
料

代
）・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
等
・

マ
ス
ク
・
タ
オ
ル

●
定
員
　
15
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
11
月
13
日（
水
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
人
権
政
策
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
５

山
里
の
記
憶　
伝
承
教
室

～
し
め
縄
づ
く
り
～

●
日
時
　
11
月
24
日（
日
）

・
地
域
住
民
向
け
コ
ー
ス　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

・
移
住
希
望
者
向
け
コ
ー
ス　
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所
　
旧
鶴
ヶ
岡
小
学
校

●
内
容
　

・
地
域
住
民
向
け
コ
ー
ス　
し
め

縄
づ
く
り
、
ラ
ン
チ
会（
希
望
者

の
み
）

・
移
住
希
望
者
向
け
コ
ー
ス　
し

め
縄
づ
く
り
、
ラ
ン
チ
会
、
先
輩

移
住
者
の
体
験
談
、
地
域
の
見
ど

こ
ろ
案
内

●
持
ち
物
　
ペ
ン
チ
、
ハ
サ
ミ
、

飲
料

●
参
加
費
　
２
，
０
０
０
円（
鶴

ヶ
岡
住
民
１
，
０
０
０
円
・
小
学

生
以
下
半
額
）

●
昼
食
　
ご
希
望
の
方
は
、
特
製

美
山
弁
当
お
茶
付
１
，
５
０
０
円

（
参
加
費
と
別
）を
手
配

●
申
込
方
法
　
11
月
18
日（
月
）午

後
５
時
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
定
員　
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
10

名（
先
着
順
）

※
名
前
、
生
年
月
日
、
希
望
コ
ー

ス
、
弁
当
注
文
の
要
否
、
緊
急
時

連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
鶴
ヶ
岡
振
興
会　

TEL
０
７
７
１
－
７
６
－
９
０
２
０

FAX
０
７
７
１
－
７
６
－
９
０
２
１

tsu
ru

g
a

o
k

a9
0

2
0

@
gm

ail.com

女
性
部
と
ヒ
ュ
ッ
ゲ
な
ト
ー
ク
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　
園
部「Sm

ile bird

」（
石
垣
陽

子
）、
日
吉「
く
ま
や
」（
久
保
里

美
）と
趣
味
か
ら
お
仕
事
へ
の
ス

ト
ー
リ
ー（
手
作
り
編
）を
中
心
に

楽
し
く
気
軽
に
ト
ー
ク
を
し
ま
せ

ん
か
。

●
日
時
　
11
月
28
日（
木
）

午
後
1
時
～
3
時

●
場
所
　Sm

ile bird 

南
丹
市

園
部
町
上
木
崎
町
四
辻
12
－
2

問
南
丹
市
商
工
会
本
所
女
性
部
事

務
局

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
３
８
０
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お知らせコーナー

介
護
予
防
市
民
講
座
の
お
知
ら
せ

●
日
時
　
11
月
30
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

（
受
付
午
後
1
時
～
）

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル

●
内
容
　

①
講
演
会「
軽
い
運
動
で
も
筋
肉

は
よ
み
が
え
る
～
今
か
ら
始
め
ら

れ
る
介
護
予
防
の
取
組
み
～
」

講
師
：
山
田
陽
介
氏（
東
北
大
学

医
工
学
研
究
科
・
医
学
系
研
究
科

運
動
学
分
野
教
授
）

②
講
義
：「
動
い
て
笑
っ
て
、 

カ

ラ
ダ
も
ア
タ
マ
も
コ
コ
ロ
も
元
気

ア
ッ
プ
！
」講
師
：
横
山
慶
一
氏

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
元
気
ア

ッ
プ
Ａ
Ｇ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事

長
）　

③
元
気
ア
ッ
プ
な
ん
た
ん
体
操
教

室
の
活
動
報
告
等

※
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
付
与

対
象
事
業
で
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

心
地
よ
い
眠
り
の
秘
訣
教
室

●
日
時
　
12
月
5
日（
木
）

午
後
1
時
30
分
～
３
時

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館
3
階　

大
研
修
室
1
・
2

●
内
容
　
講
義「
こ
こ
ち
よ
い
眠

り
の
秘
訣
～
睡
眠
の
役
割
と
生
活

リ
ズ
ム
～
」、
実
践「
快
眠
の
た
め

の
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
実
践
法
」

●
講
師
　
明
治
国
際
医
療
大
学　

客
員
教
授 

佐
藤
裕
見
子
氏

●
対
象
　
南
丹
市
民

●
定
員
　
25
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
11
月
28
日（
木
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

京
都
府
立
農
業
大
学
校

令
和
７
年
度
学
生
募
集

〈
一
般
入
学
試
験 
前
期
〉

●
受
付
期
間
　
12
月
２
日（
月
）

～
13
日（
金
）

●
試
験
日
　
令
和
７
年
１
月
10
日

（
金
）

午
前
９
時
20
分
～

〈
一
般
入
学
試
験 

後
期
〉

●
受
付
期
間

令
和
７
年
１
月
20
日（
月
）

～
31
日（
金
）

●
試
験
日

令
和
７
年
２
月
14
日（
金
）

午
前
９
時
20
分
～

※
収
益
性
の
高
い
京
野
菜
な
ど
の

生
産
と
経
営
を
学
び
、
農
業
に
従

事
す
る
意
欲
あ
る
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

問
京
都
府
立
農
業
大
学

TEL
０
７
７
３
－
４
８
－
０
３
２
１

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら
お
知
ら

せ〈
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
親
子
サ
ッ

カ
ー
教
室
〉

●
日
時
　
11
月
23
日（
土
・
祝
）午

前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
陸
上
競
技
場

●
内
容
　
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
コ

ー
チ
に
よ
る
親
子
で
楽
し
む
サ
ッ

カ
ー
指
導

●
参
加
費
　
１
，
０
０
０
円（
１

組
）

●
定
員
　
30
組

●
対
象
　
年
中
～
小
学
２
年
生
と

そ
の
保
護
者（
２
人
１
組
）

●
申
込
方
法
　
11
月
19
日（
火
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
し
め
縄
教
室
〉

●
日
時
　
12
月
15
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時
頃

●
場
所
　
旧
宿
泊
所
会
議
室

●
内
容
　
し
め
縄
飾
り
を
作
ろ
う

●
参
加
費
　
２
，
０
０
０
円

●
定
員
　
20
人

●
対
象
　
小
学
３
年
生
以
上

●
申
込
方
法
　
11
月
15
日（
金
）

～
12
月
８
日（
日
）に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
丹
波
自
然
運
動
公
園　

TEL
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ぎ
か

ょ
！

　
め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

電
話
で
。

●
日
時
　
毎
月
第
４
土
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　
　

●
場
所
　
八
木
町
本
町
通
り
商
店

の
駐
車
場
と
そ
の
周
辺

●
出
店
参
加
費
　

年
会
費
１
店
舗
３
，
０
０
０
円

参
加
費
毎
回
１
店
１
，
０
０
０
円

●
内
容
　
テ
ン
ト
・
机
は
各
自
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
や
ぎ
の
青
空
市
実
行
委
員

会（
め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
）廣
瀨

TEL
０
９
０
－
４
２
９
０
－
２
０
８
４

地
域
密
着
型
の
直
売
所

「
～
自
然
の
恵
み
～
畑
郷
家
」

　
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
の
野
菜

と
お
米
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
工
芸

品
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
場
所
　
日
吉
町
畑
郷
八
坂
45
－

１問
畑
郷
家

TEL
０
１
２
０
－
３
９
－
８
５
０
８

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,654人（−47）
　（男：14,423人

（−21）
・女：15,231人

（−26）
）

●世帯数：14,274世帯（−17）
（令和6年10月1日現在）

（　）内は前月比

　
今
回
の
特
集
の
撮
影
に
協
力

し
て
く
れ
た
ワ
ン
ち
ゃ
ん
は
市

長
と
市
職
員
の
愛
犬
で
す
。ど
ち

ら
も
賢
い
ワ
ン
ち
ゃ
ん
で
ス
ム

ー
ズ
に
撮
影
が
進
み
ま
し
た
。

　
私
の
家
に
も
愛
犬
が
い
ま
す

が
、
い
ざ
と
い
う
時
、
ペ
ッ
ト

を
飼
っ
て
い
る
人
も
そ
う
で
な

い
人
も
安
心
安
全
が
確
保
さ
れ

た
避
難
所
が
あ
る
と
心
強
い
で

す
ね
。

 

編
集
後
記

広報南丹

　
今
号
の
特
集
は
、地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
山
内
隊
員
に
編

集
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

No.95　南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/nantan/

No.112

新
刊
紹
介

『�
小
さ
な
住
ま
い
で

ほ
の
ぼ
の
手
作
り
日
和
』

～
団
地
に
は「
好
き
」が
い
っ
ぱ
い
！

著
者
／
毛け

塚ず
か

　
千
代

発
行
／
主
婦
と
生
活
社

『
り
す
の
エ
メ
ラ
ル
ド

き
ょ
う
は
お
で
か
け
』

作
／
そ
の
だ
　
え
り

発
行
／
文
溪
堂

 ～他にも新しい本が入っています～
＜一般書＞
・103歳、名言だらけ。なーんちゃって 著者／石井哲代
・有元家の「これさえあれば」　著者／有元葉子
・最先端の鮎釣り遊学　著者／有岡只祐　
・年をとったおかげです　著者／中山庸子
・我拶もん　著者／神尾水無子　
・首木の民　著者／誉田哲也　
・私の源氏物語ノート　著者／荻原規子
・城崎にて四篇　著者／森見登美彦、円居挽 他　
・間取りの正解　著者／水越美枝子　

＜児童書＞
・はじめてのメダカ　著者／青木崇浩
・クラゲのくらし　著者／水口博也
・こちら、沖縄美ら海水族館動物健康管理室。　
　文／岩貞るみこ　
・いのちをまもる図鑑 監修／池上彰 他 文／滝乃みわこ

＜絵本＞
・かげとあそぼう　作／むらかみひとみ
・たいせつなたまご　著者／キッチンミノル
・森の歌がきこえる　作・絵／田島征三
・おふとんさんがまってるよ　作・絵／植垣歩子
・うみのまもの　作／前田次郎




